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  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）                             

【佐久間専門員】 

定刻前ではありますが、本会議は、「市政の情報提供及び審議会の会議の公開

に関する指針」により、原則公開となっております。 

会議の開始に当たり、傍聴人の有無を確認します。 

 

【廣瀬主任】 

 傍聴人はいらっしゃいません。 

 

【佐久間専門員】  

次に、配付資料の確認をさせていただきます。 

・会議次第 

・資料１ 

以上となっております。不足や不備等はございますか。よろしいでしょうか。

それでは、定刻までもう少々お待ちください。 

 

【佐久間専門員】 

定刻となりました。令和５年度第１回朝霞市保育園等利用者負担検討部会を開

催します。本日、司会を務めます、保育課の佐久間と申します。よろしくお願い

いたします。 

まず、会議の進め方について１点お願いがございます。本部会の会議録につき

ましては、ＩＣレコーダーにより会議を録音し、作成をさせていただきます。 

会議録には、発言者のお名前を明記しますので、恐れ入りますが、発言の際に

は、お名前をおっしゃってから、ご発言をお願いします。よろしくお願いしま

す。 

それでは、こども・健康部次長兼保育課長の玄順より本部会について説明いた

します。玄順次長よろしくお願いします。 

 

【玄順次長】 

こども・健康部次長兼保育課長の玄順です。 

 日頃より朝霞市保育行政にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

また、本日は、委員の皆様、お忙しいところ、会議にご出席くださり、誠にあり

がとうございます。 

委員の改選後、第１回の会議であることから、私から保育園等利用者負担検討

部会について説明させていただきます。 

朝霞市子ども・子育て会議部会設置規定において、部会の所掌事務は、朝霞市



子ども・子育て会議に部会を置き、子ども・子育て支援に関する施策等の具体的

な取り組みなどを審議するとしています。 

３つある部会のうち、保育園等利用者負担検討部会につきましては、保育料や

給食費などの利用者負担を検討する部会になります。 

令和５年度におきましては、このあとご説明しますとおり、現在の物価高騰の

影響により、公営保育園の給食費についてご審議いただきたいと考えております。 

部会で審議した事項については、部会長から子ども・子育て会議に報告する流

れとなります。 

部会の会議においては、事務局から分かりやすい説明を心掛け、委員の皆様か

ら率直なご意見をたまわりながら進めてまいりたいと存じます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

【佐久間専門員】 

議事に入ります前に、保育園等利用者負担検討部会の部会長につきま

しては、朝霞市子ども・子育て会議条例の規定により、子ども・子育て会議の会

長が指名することとなっております。 

事前に嶋崎会長に確認したところ、これまで長く子ども・子育て会議の委員を

務めていただいている山谷委員を、保育園等利用者負担検討部会の部会長に指名

するといただきました。 

つきましては、保育園等利用者負担検討部会の部会長は、山谷委員にお願いし

たいと思います。 

山谷部会長には、ごあいさつをいただきたいと存じます。 

 

【山谷部会長あいさつ】 

 こんにちは、山谷と申します。以前は子育て情報誌の作成をしており、その関

係もあり、子ども子育て会議の委員をさせていただいております。 

現在は、２１世紀職業財団に勤めており、子育てしながら働く人達を応援する

仕事をしているので、そのような視点からも関わっていきたいと思います。 

本部会は費用負担ということで、難しい検討をしていかなければならない部会

でありますが、よろしくお願いします。 

 

【佐久間専門員】 

それでは、ここから、山谷部会長に議事の進行をお願いしたいと存じます。山

谷部会長、よろしくお願いいたします。 

 

 



【山谷部会長】 

それでは次第にしたがい、議事を進めます。 

議題（１）「公営保育園の給食費について」、事務局から説明をお願いします。 

 

【臼倉係長】 

保育課の臼倉と申します。公立保育園の施設の維持管理や、給食や職員などの

運営に関する担当をしております。 

 市で設置して運営する保育園を公設公営保育園と言いますが、本日は、公設公

営保育園の給食について議題にさせていただきます。よろしくお願いします。 

 資料１をご覧ください。公営保育園給食の概要と現状についてです。 

 まず、給食の概要についてですが、公営保育園の給食は、それぞれの園の調理

室で作っています。また、献立は、９園すべての園で同じ、統一した内容となっ

ており、園長、栄養士、調理員の話し合いで決めています。 

 給食の食材については、地域の業者さんから新鮮なもの、旬なものを納入いた

だいています。素材の味を生かした薄味を基本としており、みそ汁などのだしは、

にぼしやかつお節などからとっています。 

 給食の献立の例として、今年８月２日のメニューを掲載しています。写真のと

おり、この日はチキンカレーと人参とツナサラダが昼食となっており、おやつに

は牛乳とりんご寒天、おせんべいを出しています。保育園によっては離乳食を提

供している園もあります。 

 保育園の給食は、写真の右のとおり、年齢に応じた栄養量、タンパク質を目安

に献立をたてています。 

 次に、２給食の提供数ですが、公営保育園に通う児童は、９園で８５６人とな

っています。また、保育園は月曜日から土曜日まで、年末年始と祝日を除いて、

年間２９３日開所しています。 

 令和４年度の給食の提供数は、延べにしますと１７万４，７１３食になります。 

 ２ページをご覧ください。ここで３公営保育園の給食費の考え方を説明します。 

公営保育園の給食費のうち、食材費は、保護者の皆さんからの実費負担でまか

なっています。 

その他の調理員の人件費や光熱水費については、市で負担している状況です。 

保護者の皆さんからの実費負担の方法としては、年齢により異なっておりまし

て、３から５歳児は保育園幼児給食費負担金を、０から２歳児は給食の実費負担

を含んだ保育料を納めていただいております。 

３から５歳児の負担金の金額は、月額 5,200 円となっており、その内訳はご飯

代の主食費が 700円、おかずやおやつ代の副食費が 4,500円となっています。 

次に、給食の現状として物価高騰の影響についてです。 



ロシア・ウクライナ情勢などを背景とする物価高騰は、公営保育園の給食食材

にも影響が出ており、表のとおり、牛乳や魚などの食材が価格上昇しています。 

特に、ほぼ毎日提供している牛乳が、ここ１年間で１本当たり１０円値上がり

している状況です。 

物価高騰の状況に対して、市では、栄養価を維持した献立にしつつ、登園人数

に合わせて発注数量を変更するなど、支出を抑える工夫に取り組んでいますが、

昨年度の令和４年度は、給食の食材購入にかかる予算に不足が生じたため、別の

予算から補てんして対応したところです。 

また、今年度、令和５年度は、予算に対する価格上昇分について、国の交付金

である新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、増額の補

正予算を計上する予定です。 

以上が、公営保育園給食の概要と現状の説明でした。 

給食の食材費が価格上昇している状況を踏まえまして、公営保育園の給食費に

おける令和６年度以降の対応について、次回の保育園等利用者負担検討部会でご

審議いただきたいと考えております。 

議事１の説明は以上です。 

 

【山谷部会長】 

事務局から議題（１）について説明がありました。 

質問がありましたら、挙手いただき、お名前を仰ってからお願いします。 

 

【渡邉委員】 

 実費負担という形で３～５歳児の給食費を徴収しているわけですが、所得に応

じて免除される方もいると思います。 

所得のある方は、給食費を納められることを前提として、負担できる範囲で負

担、実費していただくことが良いと思います。 

 

【臼倉係長】 

 給食費は月額５，２００円納めていただいておりますが、所得に応じて減額措

置があり、要件に該当する方には対応しております。 

 

【山谷部会長】 

 現状の換算で、給食費の令和４年度不足分、令和５年度不足見込みはどのくら

いですか。 

 

【玄順次長】 



 予算上は１食あたり２６０円で計上していますが、令和５年度は約１０円上回

り２７０円程度で給食を作っている現状があります。 

その現状に合わせて今年９月議会に補正予算を計上しております。 

令和４年度も１食あたり１０円程度予算を超えている状況でございました。 

 

【山谷部会長】 

 国の交付金である新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は令和５

年度しか出ないものですか。 

 

【玄順次長】 

 令和３年度から毎年臨時的に出ていますが、令和６年度以降は国から情報がな

いため、なくなってしまう可能性が高い交付金です。 

新型コロナウイルスと名前が付いていますが、いくつかメニューがある中で物

価高騰対策のメニューに合致するため、今回手を挙げております。 

市内民間保育園においても食材料費の補助という形で計上しております。 

 

【金子委員】 

 食材の仕入れ先により値段の差が出てくると思いますが、価格高騰も先が見え

ない状況もあります。 

牛乳も年に３回の値上がりがありましたが、栄養価を落とすわけにはいかない

ので、提供しないわけにもいかないです。 

魚も提供数を減らさないと、給食費が回らない状況です。 

今年度交付金がとりあえず出ていますが、今後は保護者負担を増やすかどうか

考えていかなければいけないと思います。 

 

【玄順次長】 

 今年度は国の交付金を使わせていただいて、保護者負担を見直さずにいきたい

と考えています。 

来年度以降につきましては、国の交付金の見込みがございませんので、その部

分を保護者に負担していただくのか、どうするのか含めてこの会議の中で決めて

いきたいと思います。 

 

【金子委員】 

 現在、来年度の保育園のご案内冊子を作成していて、締め切りが近いが、内容

を反映させるために、今回の案件の決定は急ぐ必要がありますか。 

 



【玄順次長】 

 保育園のご案内冊子の中に、実費徴収するものについて、金額を提示すること

になっており、給食費も含まれます。 

現在の案としては、ご案内冊子には令和５年度時点の金額を記載し、変更の可

能性があることを示す予定です。 

 

【藤田委員】 

 牛乳は容量の決まった個別の単位で買わないといけないのでしょうか。 

1リットルのパックで購入し、コップに注ぐ対応はできますか。 

衛生面の問題もあるかと思いますが、価格のことを考えれば、パックで購入し

たほうがよいのではないでしょうか。 

 

【臼倉係長】 

 給食の提供の工夫のお話かと思います。 

現状、３～５歳の園児に対しては午後おやつに１８０ｍｌの牛乳ビンを１人１

瓶提供しています。 

３歳未満の園児に対しては１８０ｍｌの牛乳を午前と午後にコップに分けて提

供していることから、パックで購入することもできるという話をしています。 

運用については現場の声を聞きながら検討していきたいと思います。 

 

【玄順次長】 

 先ほど、魚の提供頻度を減らすような案も出ておりましたが、家庭で食べる機

会も少ないことから、保育園で魚を提供してあげたい気持ちがあります。 

これまでも食材の購入方法を検討しておりますが、価格の上昇に追いついてい

けないような状況です。 

園児には様々な食体験をさせてあげたい反面、価格を抑えなければならない状

況での葛藤があります。 

 

【金子委員】 

 食材の仕入れ先の見直しや、まとめての一括購入などでコストを下げていくよ

うな取り組みはできますか。 

 

【臼倉係長】 

 納品の工夫という意味では、現場の先生方とも検討していきたいと思います。 

給食に使用する大部分は当日納品、当日使用で運用しております。 

まとめて購入できるものがあるかどうか検討する必要があると考えています。 



 

【玄順次長】 

 現在も乾物など保存のきく食材は、まとめて購入できますが、青果物などは当

日納品、当日使用が原則であり、保管場所や冷蔵庫の容量の問題もあることから、

大量発注は難しいと考えます。 

また、公立保育園では納品していただいている、市内の業者を応援するという

観点もあります。 

 

【山谷部会長】 

 例えば、いわゆるわけあり野菜は価格が安くなるというようなことを、テレビ

で目にしましたが、そのようなものを園に納品することは可能ですか。 

 

【廣瀬主任】 

 青果物は基本的には業者が毎日市場で揃えたものを保育園に納品していただい

ています。 

品質不良があればお返しすることもありますが、保育園での給食に適したもの

であれば使用できるかと思います。 

 

【金子委員】 

品質を下げないことも大事であるが、ランクを下げてでもコストを抑える取り

組みを納品業者に伝えることも必要かと思います。 

 

【臼倉係長】 

検討していきます。 

 

【山谷部会長】 

国の交付金が無くなる見込みであるが、子育て世帯に対する負担を軽減するた

めの策を、自治体から要望していくことは可能ですか。 

 

【臼倉係長】 

市から県や国に要望する仕組みがありますので、子育て世帯に対する要望につ

いては、今後検討していきたいと思います。 

 

【山谷部会長】 

 国全体として、子どもたちを大切に育てていくということは大事なことであり

ます。 



市の取り組みだけでは難しいところがあるため、国として考えるべき問題かと

思います。 

 

【金子委員】 

 国からの提案も県で採用されなければ、市に下りてこない話がたくさんありま

す。 

保護者負担となる実費徴収が増えるだけではなく、施設に入る補助が増えると

よいと思います。 

 

【渡邉委員】 

 日本の食材は世界的にみると安いという感覚があります。 

ランチの値段が、その国の時給とよく言われますが、アメリカでは日本の倍く

らいの印象があります。 

日本の食材はみなさんの努力により安くなっていることは確かですが、将来的

に担保できるか不安です。 

食材をすべて自国で賄えているわけでもありません。 

負担が増えることは嬉しいことではありませんが、どのように行政サービスを

キープしていくか、方向性を見出していく必要があると思います。 

 

【山谷部会長】 

 本日は、事務局から公営保育園の給食に関する概要と現状について説明があり

ました。 

 次回の会議で、給食の現状に対する対応について事務局案が出され、部会とし

て審議することになります。 

 部会で審議した事項については、部会長の私から子ども子育て会議に報告する

流れとなります。 

 皆様、よろしいでしょうか。 

 

【委員一同】 

 はい。 

 

【山谷部会長】 

 それでは引き続き、議題（２）「その他」について、事務局から説明や連絡事項

をお願いします。 

 

【臼倉係長】 

 第２回の部会の開催につきましては、１１月２日木曜日、午後１時３０分よ



り開催させていただきます。 

 詳しくは開催通知を送付しますので、ご確認のうえ、ご参加よろしくお願いい

たします。 

説明は以上です。 

 

【山谷部会長】 

 第２回の部会は、１１月２日木曜日と説明がありました。 

委員の皆様、ご対応のほどお願いします。事務局は、各委員への開催通知をお

願いします。 

 

【山谷部会長】 

委員の皆様より、全体を通して何か、ご意見ご質問はございますか。 

 

【山谷部会長】 

他に無いようですので、以上で議題内容は全て終了とさせていただきます。 

なお、本会議の議事録等の手続きにつきましては、部会長にご一任いただきた

いと存じますのでよろしくお願いいたします。 

それでは、議長の座をおろさせていただきます。 

 

【佐久間専門員】 

山谷部会長、議事進行ありがとうございました。 

また、委員の皆様におかれましても、ご参加ありがとうございました。 

引き続き、子ども・子育て会議へのご協力について、お願い申し上げます。 

令和５年度第１回朝霞市保育園等利用者負担検討部会を終了します。 

ありがとうございました。 

 

 

 


